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記憶におけるコーディングとリハーサル

に関する一考察＊

光 田 基 郎

1゚ 記憶における代表機能

本報告は記憶の体制化におけるリハーサルとコーディングの効果について若干の考察を試み

ることをその目的としたものである。記憶の成立過程における経験の体制化，即ち類似の体験

が有機的に統合される過程は， これ等の類似の体験内容が言語を中心とする代表機能により固

定され整理されることにより可能となる（梅本， 1966)ことを考えた場合，言語を中心とする

代表機能の特性が記憶の成立過程に及ぼす効果に関して以下で検討を試みることも必ずしも無

忍味とはいえないであろう。上記の言語中心の代表性機能として本報告では（イ）聴覚的心像

を媒介とする発声動作， もしくはその反復による連動的代表機能，（口）個人の忍識内での具体

的，心像的代表性，（ハ）上記の具体的事物の心像のみならず音声が抽象的事物をも含め，事物

一般を代表し得る機能， という 3側面に注目し，記憶の成立に際してこれ等の機能がいかに関

り合うかに関して展望を試みたものである。

2゚ 代表性過程と コ ー デ ィ ン グ

記憶の成立に際して， これ等の代表機能が効果を示す場合に闊しては（イ）記銘すべき各項

目， もしくはその連合の各々に対応した複数の代表機能が作用するところの連合という記銘操

作が用いられた場合， もしくは（口）記銘すべき項目もしくはそのまとまりに関しては，記銘

すべき項目の数もしくはそのまとまりの大きさに関らず一つの代表機能によりそれ等の項目が

ーまとめに再符号化 (recoding)され，記銘操作の行われやすい形で代表され得る過程である

ところのコーディングによる場合，の区別が Johnson(1972)により指摘されている。さらに

後者の立場ては，記銘すべき項目に共通する上記の代表機能の媒介効果により保持が成立する

こと，従って各項目が想起され得るか否かは｛呆持項目の各々の間の直接の連合関係でなく上記

の，各項日に共通の代表機能が想起され得るか否かに依存することが指摘されているが，本報

告においては以下で後者，即ちコーディングにおける代表機能の示され方を中心に若干の考察

を試みたものである。

3゚ コーディングの過程

上記のコーディングの意味としては従来，記銘すべき項目の符号化 (Miller, 1956)，群化

(Tulving, 1966)，熊怠味音節の有意味語への変換 (Underwood& Keppel, 1963)，または記

※ 本報告は日本心理学会第38回大会シンポジウムにおける筆者の発表内容に加筆したものである。
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銘手掛りの変換（Battig,1966)等の側面が強調され，必ずしも一致した見界は示されてはい

ないが本報告しこおいては一応上記の共通の代表機能が想起の手掛りとなるという側面に注日し

た場合の， コーディングの過程で作用する代表機能の特性に関して若干の考察を試みるのも可

能であろう。コーディングの過程に関しては，（イ）記銘すべき事象または刺激の感覚的ならび

に連動的属性に関する代表機能， もしくは（口）記銘に際して上記の刺激に対して特定の解釈

を試みることにより何らかの忍味的手掛りを得る操作を経た概念的代表機能がドミナントにな

る2過程の区別が Wickelgren(1972)により試みられた他， Paivio(1972)によっても上記

のコーディングの行われ得る水灼Eとして（イ）刺激提ポ後ごく短時闘持続する知覚的痕跡であ

って記銘操作による変換を受ける以面の一過性の記憶痕跡の段階ならびに，（口）怠味的手掛り

に結び付いた段階としては (a)Hebb (1949)の細胞集成体 (Cellassembly)に相当する代

表性機能に対応した段階で，刺激対蒙または刺激語は記銘に際してそれ等に対応する具体的な

心像 (image) もしくは刺激語の場合にはこれに対応する聴連動的代表機能がドミナントにな

る段階であり，、意味的な手掛り機能としては刺激に対する熟知性が示され，刺激に対して上記

の代表機能が働き得るものの，それ以上の怠味的手掛りは得られない段階，（ b)上記の心像と

言語的代表機能の間に 1対 1の連合関係が想定され，特定の刺激のイメージからこれに対応す

る言語ラベルヘの変換もしくはその逆が可能な段階及び (C)言語もしくはイメージに対応す

る代表機能の結合は上記の 1対 1の対応に留らず， これ等の代表機能が多数結びつくことによ

り，複雑な連合関係もしくは意味関係を示し得る段階の区別が試みられている。以上ならびに

Runquist (1972)の指摘を通じて，刺激に対する記銘操作としてのコーディングを通じてそれ

の想起に必要な手掛りの与えられること，具体的には刺激の提ポに際してその感覚的特性もし

くは聴覚連動的特性に対応する代表機能：こより知覚された刺激の符号化が打われること，なら

びに上記の代表機能によって生じた刺激の表象に対して特定部分の選択 (Underwood,Ham 

& Ehrtrand, 1962)，文字の配列がえ (Underwood& Keppel, 1963)等のコーディング反応が

行われる他， より複雑な反応としては各刺激瑣に共通する連想反応 (Underwood,1965)，カテ

ゴリーによる符号化 (Bousfield,1953; Wood, 1969)，イメージ形成 (Paivio,1971) 等による

複雑なコーディングが行われることが示され得るが，本報告は上記のコーディングの過程にお

けるリハーサル効果について若干の検討を試みることをその課題としたものである。

40 リハーサル及びその妨害効果；

記憶（こおけるリハーサル効果に閲しては，上記の刺激の聡連動的特性に対応する代表機能は，

それ等の発音を伴うリハーサル活動により上記の刺激の聴連動的手掛りは増大され，刺激の痕

跡は再活性化されること， さらにリハーサル活動は被験者か白己のペースで記銘操作であるこ

とは既に梅本 (1968)に指摘された他， リハーサルの妨害を行う目的で挿入作業を与える手続

(Peterson, 1959)が一般にとられていること及びそのリハーサル妨害効果に閃しては，妨？｛作

業が保持項または各ペアと交互に提示されることにより，各項日またはペアに関する代表機加

を相互に接近させる可能性を除いた条件下で最大になる (Mitsuda, 1971) 傾向が示された。

次節以下では上述のリハーサル妨害作業効果が，前節で述べた様に刺激の聴連動的特性に対応

する代表過程のみならずより複雑なコーディングもしくは連想反応の出現する過程に影鰐する

かに閲して若干の考察を試みたものである。



記憶におけるコーディングとリハーサルに関する一考察 77 

.- !TE!¥IS TO  FIE MEl¥!OHIZED(VERR) 

■―INTERV卜：NIXGITEMS 
し-'~L5 sec 

CONDITIOX I - i -•— ----—テー・—―9-•-シー·E----- ，1------ -` 
CO;-,DJTIO:--: I! 、--:------11 ー・・ -―̀-:-..こ-->--------·—-_. 
CONI)ITION Ill -- -—量●—·- --．．．―—曹ー・・・ r- 干- ------

→ 
L ___J_＿＿_j ＿__j_ ＿ ＿-'- -'----'--_j_—-—— _j __＿_j_、-'’’9 9 1 9 9 l—+—」↑

FREE RECALL 

4

2

0

8

6

4

2

0

 

2

2

2

l

I

I

l

l

 

s
a
S
X
(）

（

-
s
[
I
}
一↑
[
)
3
8
8
0
3
~
I
広

a
i乙
n
N
N
v
a
k

~SILE:\T 

HEAD ALOUD 

／ A s s ーF ーc A r ー゚ z 

-- l l 
I II ill 
COXI)ITIOX 

Fig. 1. Mean number recalled as a function of intermission and 

interpolated tasks. 

50 項 目 の 心 像 性によるコーディング

対連合学習成立に際しての項目の心像性の効果として，ペアの刺激項の具体的心像による媒

介過程により学習成立は促巡されること，その解釈として概念ペグ仮説，即ち刺激語から生じ

たイメージによる代表機能が媒介となって反応項が刺激項に結び付く傾向が指摘された他，心

像性によるコーディングの可能な場合には順逆両方向の連合は対称になる傾向が指摘されてい

Table 1. Mean Trials to Criterion 

intervening tasks Hi-I Lo-I 
ー・

Read aloud 10.26 19.13 

Silent 7.06 13.20 

Table 2. Mean Differences in Forward versus Backward 

Recall as indexed by Morik awa's procedure 

Hi-I Lo-I 
·----~. -・-・・・-・ --- ・・・・・-・ 

Read aloud 1.334 1.532 

Silent 0.60 0.998 
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る (Paivio, 1971) 以上の煩向に関しては順逆再生勾配（森川， 1965)を用いた筆者の実験

(Mitsuda, 1973)ではこれと矛盾する結果は得られなかった他，ペアと交互に挿入された巾間

作業効果が規準達成に要する試行数を有意に増加させ得た反面， この要因と項目の心像性の要

因とは独立に作用する結果が得られたことから， リハーサルを経た聴連動的符号化によって保

持された言語的代表機能の保持と，各刺激項目の具体的心像による符号化から生じた手掛りの

両者は独立に記銘されるという二重符号化仮説 (Paivio,1971)との対応が考えられた。

6゚ 共通連想反応の媒介効果に対応した符号化

刺激提示に際してその感覚的特性に対応した代表機能が生じた結果としてその刺激項が符号

化された場合にはこの符号（もしくは刺激項に共通する慇覚的特性）に対して共通の連想反応

を生じ得る刺激項のいずれも，同一の連想反応を共有する点で一まとめに符号化され得る，従

って以上の様に特定の感覚印象に関する連想反応のカテゴリーを共有する一群の刺激項の保

持成立の過程でのリハーサル効果の示され方に関しては Wood等 (Wood & Underwood, 

1967 ; Wood, 1969) により一つの述想反応に対応するカテゴリー内で最初に提示された項の

保持量が大きいが， これは先行の項目に後続の項目の提示中に生じた共通連想反応との［月：こ逆

連合を生じやすいゆえに， これ等の先行項目ほど強化試行を与えられたのと等しい効果を生じ

たという解釈が試みられている。さらに Rundus(1971)によっても 1[i]ーカテゴリー臼の最初

の項は後続の項よりもリハーサルによる保持促進が生じやすい傾向が指摘されている他，Bartz

(1973)によってもカテゴリー内の全項日の rehearsalの終了する前に後続のカテゴリーの項

目群が提示された場合， これまでのカテゴリーにり翡するリハーサル操作は放菜され，次のカテ

ゴリーの項目群のリハーサルが進行するゆえに各カテゴリー内での終末の以の｛呆持低下を生じ
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Fig. 2. Mean proportion correct for word 

series presented with a 5-5-5 

"group" structure. 

る傾向が指摘されている。以上より，共通の

連想反応を生じる傾向が指摘されている頂目

群（佐久間， 1964；秋田， 1967)を組み合せ

た系列の自由再生に際しては， 1系列内にお

かれたどの共通連想反応を生じる項日月化こ閲

してもその最初の項は後続の珀よりも多く再

生されること及びさらに上記の傾向は以日の

学習に際してその共通連想反応に関する了掛

りを与えら訊た場合に若しい点に関しては 1こ

記の各岨日群別に系列位置曲線を求めた場合

に一次の傾向が示されることが仮説され，一

応実験的に検晶された（光田， 1974)。

さらに各項目あたりの提示時間に制限を設

けないオペラント記銘法（梅本， 1968)を用

いて上記の共通連想反応を共有する項日群に

関して各項目あたりの平均提示時間を求めた

結果，刺激提示以前に共通連想反応に関する

敦示を与えられた条件下でのみ， 上記の各項
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日毎にみた提示時間は共通連想反応を共有する項目群内では系列位置の函数として直線的に

増加する傾向が示された（光田， 1974)。以上の領向に関しては，連想反応を共有する刺激語群

内でも， Underwood(1972)の指摘する様に提示される項目の増加に伴ってその刺激語群内

の初頭の項目のリハーサルを行うに時間を必要とすることならびに，上記のリハーサルに引き

続きコーディングが行われる際にもコーディングは遅延する (Aaronson,197 4)領向によって

解釈を試みることも必ずしも不可能といえないであろう。

7゚ 意図 的 忘 却 図式下におけるリハーサルとコーディングの効果

リハーサルならびにコーディングの効果を間題にする立場では，上記のものの他にリハーサ

ル方略の変化による項目の体制化と再生促進傾向 (Allen,1969; Jacoby, 1973) もしくは系列

内のどの項目が特定のリハーサル操作の対象として選択されるかというコーディングを経た選

択的リハーサル（Atkinson& Shiffrin, 1971)の効呆が予想されているが， この様な選択的リ

ハーサルという記銘操作の変化に伴う想起 (retrieval)行動の変化に対する関心として，刺激

項目の弁別とその選択的リハーサルの行われる過程に注目した意図的忘却の手続(Bjork,1971; 

Epstein, 1972)が広く用いられている。忍図的忘却の手続に関しては系列の記銘から想起を行

わせるまでの店に系列内の忘却すべぎ項目に関する教示を与えることにより記憶の負荷の減少

を行うことを通じてそれ以外の項目へ想起を促進する (Epstein,1969) こともこれは特定の項

目のみ選択的にリハーサル効果を与え得る (Reitman, 1971) ことが想定されている他，上記

の Peterson(1959)と同様のリハーサル妨害作業を挿入した場合でも，再生量に関して怠図

的記銘させた項（ペア）の想起：：：：想起すべき項（ペア）を指定しない＞意図的に忘却させた項

（ペア）の想起という関係に変化は生じない (Shebilske等 1971)領向が指摘されている。光

田 (1974)は上記の Shebilskeと詞様，対連合学習手続を用いて，意図的忘却の実験を試み

た結果，；意図的記銘もしくは忘却を生じさせるための手掛り教示の効果はリハーサル妨害作業

効果と相互作用を示さない傾煩を指摘し，以上より忍図的記銘もしくは意図的忘却の効果を生

じる際に選択的リハーサルは必要条件となり得ない。即ちリハーサル効果が単に想起行動全体

に影墾表することはあっても，手掛り教示のある場合にのみ選択的リハーサルの効果の効果が示

されやすくなる傾向は考えられないことから，上記の手掛り教示の効果は，共通連想反応の効

果と同様に，想起すべき項目群の選択の規準を与える (Epstein,1972) ものであり，選択的リ

ハーサルの範囲の手掛りを与える効果は強調し難いという解釈を試みている。

以上，本報告は Peterson(1959)型のリハーサル妨寅作業効果と材料の心像性もしくは共

通連想反応によるコーディングの過程に関して若干の実験的考察を試みたものである。本報告

は，上記のリハーサル効呆の間題は刺激の特性のコーディングの問題とも併せて考える予地の

あることを指摘して来たが， コーディングという日葉は多義的であり (Melton,1973)コーデ

ィングの概念の使用にあたっては，それが用いられる状況並びに明確な実験結果の双方に立脚

することが必要であることが考えられるゆえ，コーディングの進行過程に関してはさらに詳細

な実験的検討を行うことが今後の課題として残された。
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Effects of Rehearsal and Coding Activities in 
Human Memory 

Motoo Mitsuda 

Studies of rehearsal and other coding operations were examined for evidence of 

their effectiveness as mnemonic aids in human memory; in this paper the term 

coding is used operationally to refer to a situation where acoustic, conceptual and/or 

imaginal representatives of the to-be -remembered items were selectively manipulated 

as mnemonic cues for later retrieval. 

This review examines the effects of cumulative rehearsal strategies (e.g., Mitsuda, 

1971, 197 4) as well as the independent contribution of the above mentioned coding 

and rehearsal activities in facilitating retrieval in paired-associate learning (e.g., 

Mitsuda, 1973) and in directed forgetting paradigms (e.g, Mitsuda, 197 4). 

It is also argued that while rote rehearsal facilitates overall retrieval performances, 

other aids in coding (e.g, item attributes and cue instructions) can provide criteria 

for selective retrieval of the to-be-recalled items. 
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The paper is addressed to some experimental issues in the analysis of repre-

sentative processes in human memory. A review of representative processes in terms 

of rehearsal, imagery-codes, and associative relatedness are discussed. 




